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MSP430、C2000、Stellarisローンチパッドを使って、いろいろな面白いアイデアを考えてみませんか？

www.tij.co.jp/boosterpacksで紹介される別売のBoosterPacksはあなたのアイデアをサポートします。

Stellaris® LM4F120ローンチパッド 
クイック・ガイド (はじめにお読みください )

Stellaris LM4F120ローンチパッド評価キットをご利用頂き誠にありがとうございます。Stellarisローンチパッド

は、Stellarisのアプリケーションの開発を始めるのにあたって必要な内容を含む評価プラットフォームです。

基板の設定
基板左上の電源選択スイッチを右側のデバッグ・モードに切り替え

ます。

付属のUSBケーブルを、Windows対応PCからStellarisローンチ

パッド上の電源選択スイッチ右にあるデバッグ用USBポートに接

続します。このUSBポートにより、Stellarisインサーキットデバッグ

インターフェイス(In-Circuit Debug Interface: ICDI)を介してデバッ

グと仮想COMポートの接続が可能になります。

クイックスタート・アプリケーション
Stellarisローンチパッドには、あらかじめRGBクイックスタート・アプ

リケーションがプログラムされています。このアプリケーションは、

StellarisローンチパッドのRGB LED、Stellaris LM4F120マイクロ

コントローラのハイバネーション機能やStellarisローンチパッドとシリアル通信の動作確認を行います。

Stellarisローンチパッドの左下のSW1ボタンまたは右下のSW2ボタンを押すと、RGB LEDのROYGBIV
カラー・スペクトルがスキャンされます。Stellarisローンチパッドを5秒間アイドル状態にすると、ランダムカ

ラーディスプレイが表示されます。ハイバネーション・モードに入るには、SW1とSW2を3秒間押したままに

します。ハイバネーション・モード中は、LEDが3秒間隔で点滅します。ハイバネーション・モードを終了する

には、SW2を押します。

UARTを使用してこれらの機能をシリアル制御するには、 EK-LM4F120XL用StellarisWare®のqs_rgb
プロジェクトにあるreadmeファイルをご参照ください。

ソフトウェア、ドライバ、およびドキュメント
www.tij.co.jp/stellaris-launchpadをご参照ください。このサイトには、 新のStellarisWareソフトウェ

ア、ドライバ・インストール手順、 Stellarisマイクロコントローラ互換のコンパイラおよびデバッガ、 LMフラッ

シュ・プログラマ、互換性のあるデバイスの全リスト、データ・シートやユーザ・ガイドなどの追加ドキュメント、

その他使用を開始するために必要な情報を提供しています。

プロジェクト0
次の手順に進む準備ができましたら、プロジェクト 0を完了してください。詳細については、

www.ti.com/stellaris-launchpad/project0(英語)をご参照ください。
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注： PCの画面に「新しいハードウェアの検出ウィザード」ダイアログボッ

クスが表示される場合は、ドライバをインストールするまでそのまま

にしてください。
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